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  本論文は、以下の各章によって構成される。 
 
序 章 精神障害者の地域生活支援のための支援計画に関する研究の背景と意義  
第１節 問題の所在  
第２節 本研究の目的と社会福祉学における理論課題としての意義  
第３節 本研究の構成  
第４節 用語の整理  
 
第１章 精神障害者の地域生活支援のためのクライシス・プランに関連する国内外の文献検討  
第１節 海外におけるクライシス・プランに関連する研究及び実践の概況  
第２節 国内外におけるクライシス・プランに関連する先行研究の収集方法  
第３節 海外におけるクライシス・プランに関連する先行研究の文献検討  
第４節 国内におけるクライシス・プランに関する先行研究の文献検討  






第１節 本章における調査目的  
第２節 研究方法  








第２節 研究方法  
第３節 結果  
 3 
第４節 考察  
第５節 結論  





  第１節 本研究の概要とまとめ 
 第２節 本研究の独自性と社会福祉学上における意義  






























































した。加えて、PAD 及び JCP の先行研究における中核的な結論から「権利擁護」 「自己決定」 
















































































































































































 また、研究に取り組む姿勢も、この 3 年間に自著論文 3編、学会報告 2件（どれも査読つき）と計
画的に進めており、論文の構成や調査方法、分析や統計的方法を主とした研究指導にも真摯に
取り組んできた。 
 審査員からは「クライシスプランに関する教科書」となるレベルの論文であるとの評価もあり、今後
は作成のマニュアルやガイドブックの執筆なども必要になるのではないだろうか。 
 研究としての次のステップは、クライシスプラン実践の評価研究であることは自明である。狩野氏
の研究者としての今後の発展が大いに期待される。 
  
